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罰しないし，仏では犯罪不成立である。
　以上に反し，英のコモソP一は，古くは既遂と同一
に論じられ主観的見地に立っていたが，19世紀に入っ
て自由主義思想の下に重罪軽罪の未遂は軽罪とすると
され，主観主義の緩和が行なわれた。このように客観
的見地に重点をおく時は，中止する意思は重要性をも
たない。コモンローを継受した米法においても，犯罪
目的を放棄する意思が免責の抗弁になるか否かは争わ
れつつも，未遂を原則として減刑する法制の下では，
中止犯の概念はみられなかった。ところが，模範刑法
典5，05条は未遂を原則として既遂と同じに処罰するこ
ととし，例外的に死刑に該る罪，第一級重罪の未遂は
第二級重罪とすると構想し，主観化の傾向をみせた。
そして5．01条（4）は犯罪目的の完全で任意な放棄は，ま
たは犯罪目的の放棄を示す事情の下における犯行の阻
止は，積極的な免責の抗弁となると構想するにいたっ
たのである。
　このようにみてくると，未遂の本質の変遷は，大陸
では，仏の権威主義を除いては，結果責任主義から脱
皮して主観化傾向が一般化していることがわかる。そ
して英米においても，英国の自由主義化が，さらに米
国にいたって主観化の大陸的趨勢に変容しようとして
いることがわかるo
（83）
